
明
治
大
正
期
肥
料
商
の
北
海
道
直
買
活
動
と
人
造
肥
料
取
引

―
―
大
阪
府
貝
塚
廣
海
惣
太
郎
家
の
事
例
を
も
と
に
―
―

は

じ

め

に

幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
日
本
の
農
業
発
展
を
導
い
た
錫

・
緋

魚
肥
は
大
阪

。
東
京
等
の
主
要
都
市
市
場
を
経
由
し
て
各
地
農
村
部

へ
運
ば
れ
た
。
徳
川
期
の
近
江

。
畿
内
農
村
で
は
大
坂
に
流
入
し
た

関
東
産
千
錫
を
積
極
的
に
利
用
し
、
幕
末
期
以
降
北
海
道
漁
業
に
進

出
し
た
近
江
商
人
が
も
た
ら
す
北
海
産
魚
肥
を
用
い
て
農
業
生
産
を

拡
大
し
た
。
北
海
産
魚
肥
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
畿
内
を
中
心

と
し
た
農
村
地
域

の
農
業
生
産
力
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
の
で

あ
る
。
米
穀
と
並
ぶ
代
表
的
商
品
と
し
て
大
坂

。
江
戸
の
荷
受
間
屋

が
肥
料
を
大
量
に
荷
捌
き
し
、
先
物
取
引
等
の
投
機
的
売
買
対
象
と

し
て
数
多
く
の
仲
買
商

。
地
方
商
人
は
そ
れ
ら
を
売
買
し
た
。
幕
末

山

田

雄

久

期
以
降
市
場
経
済
の
発
達
に
よ
っ
て
日
本
の
農
業
生
産
が
発
展
し
た

と
い
う
視
点
か
ら
、
幕
末
～
明
治
期
の
大
阪

。
東
京
に
お
け
る
肥
料

市
場
を
検
討
す
る
こ
と
は
近
代
移
行
期
に
お
け
る
日
本
の
経
済
発
展

を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

明
治
後
期
に
お
け
る
肥
料
市
場
の
変
質
に
着
目
す
る
本
稿
で
は
、

大
阪
府
貝
塚
の
肥
料
商
で
あ
る
廣
海
惣
太
郎
家
の
事
例
か
ら
北
海
道

魚
肥
の
直
買
活
動
と
人
造
肥
料
取
引
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

徳
川
後
期
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
北
前
船
商
人
が
北
海
産
魚
肥
の

販
売
を
大
阪
の
北
海
産
荷
受
問
屋
へ
委
託
し
、
函
館

・
小
樽
等
の
北

海
道
商
人
と
旧
場
所
請
負
人
が
東
京
の
荷
受
間
屋
に
販
売
を
委
託
し

た
。
明
治
後
期
以
降
産
地
商
人
の
活
動
が
活
発
と
な
り
、
次
第
に
北

前
船
商
人
が
函
館
や
小
樽
に
拠
点
を
置
く
よ
う
に
な
る
と
、
大
阪

・
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東
京

・
名
古
屋
肥
料
商
は
北
海
道
商
人
か
ら
直
接
魚
肥
を
購
入
す
る

と
と
も
に
そ
れ
ら
の
買
付
を
委
託
し
た
。　
一
方
明
治
後
期
に
は
魚
肥

の
代
用
肥
料
と
し
て
普
及
し
た
安
価
な
輸
入
大
豆
粕
が
北
海
産
魚
肥

と
並
ぶ
重
要
肥
料
と
し
て
各
地
に
普
及
し
た
た
め
、
大
正
期
以
降
大

阪
肥
料
商
は
魚
肥
以
外
に
大
豆
粕
や
人
造
肥
料
を
積
極
的
に
取
り
扱

う
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
活
路
を
見
出
し
た
。
畿
内
農
村
部
で
は
北

海
産
魚
肥
に
代
わ
る
肥
料
と
し
て
人
造
肥
料
や
大
豆
粕
の
有
効
性
を

認
識
し
、
魚
肥
と
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
農
業
生
産
の
拡

大
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

一　
明
治
後
期
に
お
け
る
北
海
道
直
買
活
動

（―
）廣
海
家
に
よ
る
北
海
産
魚
肥
の
買
付
開
始

幕
末
期
以
降
北
前
船
商
人
や
大
坂

・
兵
庫
肥
料
商
か
ら
大
量
の
北

海
産
魚
肥
を
購
入
し
た
貝
塚
肥
料
商
の
廣
海
家
は
、
北
前
船
商
人
の

活
動
が
停
滞
す
る
明
治
中
期
に
北
海
産
魚
肥
を
購
入
し
た
大
阪

・
兵

庫
肥
料
商
か
ら
魚
肥
を
仕
入
れ
、
北
海
道

へ
出
張
員
を
派
遣
し
て
直

接
魚
肥
を
買
い
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
廣
海
家
に
よ
る
北
海
道
で

の
買
付
活
動
を
示
し
た
表
１
に
よ
れ
ば
、
廣
海
家
は
明
治
二
七

（
一

八
九
四
）
年
に
北
海
道
で
の
直
買
活
動
を
展
開
し
た
が
、
し
ば
ら
く

北
海
道
で
の
直
買
に
つ
い
て
は
慎
重
な
態
度
を
示
し
た
。
北
海
道
で

の
魚
肥
購
入
に
つ
い
て
は
産
地
の
買
付
を
担

っ
た
北
前
船
商
人
を
通

じ
て
行
う
に
と
ど
め
、
大
阪

・
兵
庫
肥
料
商
か
ら
魚
肥
を
大
量
に
買

い
入
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
廣
海
家
は
木
谷
七
平

。
川
口
平
二
郎

。
秦
新
五
郎

・
井
上

茂
助
等
の
大
阪

。
兵
庫
肥
料
商
か
ら
朝
鮮
産
千
錫
や
北
海
産
魚
肥
を

購
入
す
る
と
と
も
に
、
小
樽
に
拠
点
を
持
ち
大
阪
に
本
部
を
置
い
た

北
前
船
商
人
廣
海
二
二
郎
や
大
家
七
平
か
ら
北
海
産
魚
肥
を
仕
入

（５
）

れ
た
。
北
海
産
魚
肥
が
集
ま
る
大
阪
で
確
実
に
緋
魚
肥
を
確
保
し
な

が
ら
、
北
海
道
に
拠
点
を
持
つ
北
前
船
商
人
か
ら
需
要
が
拡
大
し
て

い
る
種
類
の
魚
肥
を
購
入
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
廣
海
家
や
大
家

家
、
熊
田
源
太
郎
等
産
地
に
拠
点
を
置
き
現
地
で
の
魚
肥
買
付
を
行

う
北
前
船
商
人
か
ら
魚
肥
を
購
入
し
た
廣
海
家
は
値
上
が
り
が
見
込

ま
れ
る
北
海
産
魚
肥
を
獲
得
す
べ
く
明
治
三
六
年
か
ら
北
海
道
直
買

を
再
開
し
、
函
館
商
人
岡
本
忠
蔵

・
橋
本
正
三
郎
。
川
名
得
太
郎
や
、

小
樽
商
人
矢
崎
常
二
郎
等
を
通
じ
て
北
海
産
魚
肥
を
購
入
し
た
。
廣

海
家
の
買
付
帳
簿
で
あ
る

「万
買
帳
」
に
は
北
海
道
商
人
の
名
前
が

出
て
く
る
場
合
と
北
海
道
直
買
と
し
て
記
録
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

北
海
道
直
買
と
あ
る
場
合
は
北
海
道
商
人
が
保
有
す
る
魚
肥
を
同
家

が
購
入
し
た
こ
と
を
、
名
前
が
出
る
場
合
は
北
海
道
商
人
を
通
じ
て

産
地
で
買
い
付
け
た
こ
と
を
意
味
し
た

（後
述
）。
北
海
道
商
人
に



表 1 明治後期における廣海家の魚肥買付活動

買入先 購入銘柄 代 金

(明治27年 )

伊藤祐太郎 (北海道直買分)

田口梅太郎 (北海道直買分)

利尻粕1037本・宗谷粕706本

祝津粕570本

8757 97 円

3087.213Fl

(明治29年 )

北海道直買座 利尻粕859本

南部直買座 南部粕1131本

鬼鹿粕436本・宗谷粕49本 8251.678円

4610.204Fl

(明治36年 )

北海道直買座 (橋本買・岡本買)緋粕1056本・樽舞粕308本

矢崎常二郎 礼文粕1622本

岡本 忠 蔵 緋粕369本

11991.23 円

13727.767円

312355円

(明治37年 )

矢崎常二郎 宗谷粕245本・天売粕1450本・緋粕2303本・浜益粕1468本

岡 本 忠 蔵 地廻粕183本

橋本正三郎 新樽舞粕151本

49059 519Fl

1660 176Fl

1355.771F]

(明治38年 )

矢崎常三郎 浜益粕803本・鮮粕3584本 ・利尻粕696本

川名得太郎 緋粕100本・紋別粕200本

橋本正三郎 樽舞粕477本・緋粕275本・地廻白粕21本 。錫粕100本

岡 本 忠 蔵 樽舞粕200本

56741 157F]

3435 997F]

12462.069Fl

2487 19 円

(明治39年 )

矢崎常二郎 鬼脇粕160本 。増毛粕2407本 。礼文粕594本 。苫前粕1152本

岡 本 忠 蔵 樽舞粕50本

佐野喜一郎 礼文粕402本

森 本 一 郎 錫粕401本

北海道直買座 (満留八買分)宗 谷粕1326本

北海道直買座 (,|1名 買分)樺 太粕200本

北海道直買座 (渡辺買分)樺 太粕434本

北海道直買座 (橋本買分)樺 太粕544本・樽舞粕726本・雑粕23本・鱈粕
50本 。鰈粕50本

北海道直買座 (岡本買分)樽 舞粕270本

1734344円

631 479Fl

4556 327F]

4897 885F]

13586 065Fヨ

2371772円

4977 675R

15987839円

2982 174R

(明治41年 )

矢崎常二郎 樺太粕2953本

森 本 一 郎 地廻粕24本 。礼文粕160本

小松千代蔵 不撰14本

佐野喜=郎・廣海商店共有分 浜益粕874本

佐野喜一郎 浜益粕984本・利尻粕1465本

北海道直買座 (田 中伊太郎買)天 売粕591本

北海道直買座 (渡辺三蔵買)増 毛粕678本・鬼脇粕537本

北海道直買座 (4ヽ松千代蔵買)宗 谷粕3700本

33979.446Fヨ

1966_712F]

191.523円

9211 214P3

26558 962F]

6946 023R

12320 379Fヨ

27150493円
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買入先 購入銘柄 代  金

(明治42年 )

佐野・廣海共同買分 鬼鹿粕300本

佐野喜一郎 浜益粕329本・利尻粕887本 。余市粕700本

矢崎常二郎 焼尻粕1431本

満留八商店 厚田粕405本

森 本 一 郎 樺太粕400本・緋粕48本

岡 本 忠 蔵 樺太粕500本 。緋粕27本

北海道直買座 (渡辺三蔵買)増 毛粕167本・雑魚粕185本・樺太粕2007本
・緋粕385本

北海道直買座 (4ヽ松千代蔵買)紋別粕541本・宗谷粕1521本

北海道直買座 (森本一郎買)樺 太粕461本

北海道直買座 (熊 田・廣海共同分)緋 粕2453本

2476 8  円

16340931円

13277 053P3

381736円
4078 41 円

5548 43 円

28481 096P3

17029 716Fヨ

5282 76 円

24037 434R

(出所)明治27・ 29。 36～ 39・ 41・ 42年「万買帳J(貝塚市郷土資料室保管『廣海家文書』所収)。

(注)明治40年「万買帳」が残存しないため同年の取引内容は不明。

よ
る
産
地
買
付
活
動
が
活
発
と
な
っ
た
結
果
、
出
張
員
を
派
遣
し
た

廣
海
家
は
北
海
道
商
人
を
通
じ
て
魚
肥
を
買
い
付
け
た
の
で
あ
る
。

（２
）
北
海
道
商
人
を
通
じ
た
廣
海
家
の
魚
肥
購
入

北
海
道
で
の
買
付
に
よ
っ
て
十
分
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
判
断
し
た
廣
海
家
は
、
明
治
三
七

・
三
八
年
に
函
館
商
人
岡

本

・
橋
本

。
川
名
家
と
小
樽
商
人
矢
崎
家
を
通
じ
て
大
量
に
魚
肥
を

購
入
し
、
地
廻
粕
や
錫
粕
等
高
値
で
売
れ
る
と
見
込
ん
だ
銘
柄
を
買

い
付
け
た
。
両
年
の
帳
簿
に
は
北
海
道
直
買
の
記
載
が
な
く
、
同
家

は
北
海
道
商
人
に
買
付
を
委
託
す
る
こ
と
で
魚
肥
の
取
引
量
を
拡
大

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
二
九
年
に
は
北
海
産
魚
肥
を
安
定
的
に

確
保
す
る
た
め
、
函
館
商
人
川
名

・
橋
本

・
岡
本
家
や
小
樽
商
人
満

留
八
商
会

・
渡
辺
三
蔵
か
ら
大
量
に
魚
肥
を
買
付
け
、
現
地
に
出
張

員
国
定
吉
祐

・
佐
々
木
典
七
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
北
海
道
魚

肥
の
生
産
動
向
を
把
握
し
た
。
北
海
道
北
部
地
域
で
捕
獲

・
加
工
し

た
緋
魚
肥
を
大
量
に
取
り
扱
う
小
樽
商
人
が
成
長
し
た
の
を
受
け

て
、
廣
海
家
は
産
地
と
親
密
な
関
係
を
築
い
た
北
海
道
商
人
か
ら
北

海
産
魚
肥
を
安
価
に
仕
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

産
地
で
魚
肥
を
買
い
付
け
る
に
あ
た

っ
て
、
廣
海
家
は
北
海
道
商

人
を
通
じ
て
現
地
の
漁
業
家
と
直
接
取
引
契
約
を
交
わ
し
た
。
〔史



料

一
）
と
し
て
掲
げ
た
明
治
四

一
年
の
取
引
契
約
書
に
よ
れ
ば
、
廣

海
家
は
出
張
員
佐
々
木
興
七
を
派
遣
し
て
稚
内
町
マ
タ
ル
ナ
イ
の
漁

業
家
か
ら
緋
魚
肥
を
直
接
買
い
付
け
、
同
じ
日
時
に
他
の
稚
内
の
漁

業
家
と
も
同
様
の
取
引
契
約
を
結
ん
だ
。

〔史
料

一
〕

「　
　
　
　
〆
粕
売
渡
証

宗
谷
郡
稚
内
町
字

マ
タ
ル
ナ
イ
産

一
〆
粕
精
品
凡
六
拾
五
石

直
段
百
石
二
付
金
千
五
百
五
拾
円
也

内
　
金
五
拾
円
也
　
外
二
五
円
也

本
日
約
定
内
金
請
取

右
ノ
通
り
正
二
売
渡
申
候
処
実
正
也
、
請
渡
ノ
儀

ハ
本
月
十
六

日
限
り
残
金
清
算
積
入
同
時

二
原
品
御
渡
可
申
、
為
念
売
渡
証

如
件

明
治
四
十

一
年
六
月
廿
二
日

稚
内
町
字

マ
タ
ル
ナ
イ
　
一冗
渡
人
　
上
出
金
太
郎

保
証
人
　
長
内
音
四
郎

廣
海
商
店
代
佐
々
木
典
七
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

廣
海
家
の
出
張
員
佐
々
木
は
明
治
四

一
年
六
月
廿
二
日
に
稚
内
町
の

漁
業
家
上
出
金
太
郎
と
の
間
で
緋
〆
粕
六
五
石
約
千
円
分
の
購
入
契

約
を
交
わ
し
、
内
金
と
し
て
五
五
円
を
渡
し
て
か
ら
四
日
後
に
代
金

を
清
算
し
た
。
十
分
な
取
引
情
報
が
得
ら
れ
な
い
現
地
で
は
他
の
漁

業
家
を
保
証
人
に
し
て
確
実
に
魚
肥
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
産
地
で
の
買
付
を
実
施
し
た
函
館

・
小
樽
商
人
に
漁
業
家
を
紹

介
し
て
も
ら
い
つ
つ
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
提
供
や
取
引
の
便
宜
を
受

け
、
小
樽
商
人
佐
野
喜

一
郎
と
共
同
で
浜
益
粕
を
多
数
買
い
入
れ

た
。
廣
海
家
は
北
海
道
商
人
と
の
取
引
を
魚
肥
仕
入
方
法
の
中
心
に

据
え
、
自
ら
北
海
道
に
出
張
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
産
地
の

商
況
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
。

小
樽
商
人
佐
野
家
と
廣
海
家
と
の
魚
肥
買
付
勘
定
を
示
し
た
表
２

に
よ
れ
ば
、
魚
肥
仕
入
先
で
あ
る
稚
内
の
漁
業
家

へ
送
金
し
た
佐
野

家
は
魚
肥
を
購
入
し
た
か
、
あ
る
い
は
魚
肥
の
買
付
を
委
託
し
た
と

思
わ
れ
る
小
樽
商
人
渡
辺
家

・
小
松
千
代
蔵
に
対
し
て
支
払

い
を

行

っ
た
。
廣
海
家

へ
北
海
産
魚
肥
を
積
送
し
た
佐
野
家
は
廣
海
家
か

ら
の
為
替
金
や
、
船
荷
と
し
て
魚
肥
を
輸
送
し
た
船
の
荷
為
替
金
を

獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仕
入
代
金
を
支
払

っ
た
の
で
あ
り
、
船
の

荷
為
替
金
は
北
海
道
に
拠
点
を
置
く
北
海
道
拓
殖
銀
行
や
北
海
道
銀

行
、
十
二
銀
行
小
樽
支
店
等
か
ら
借
り
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本

海
海
運
の
発
達
に
よ
っ
て
、
北
海
道
商
人
は
買
い
付
け
た
魚
肥
を
直

接
各
地
の
販
売
先

へ
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

9′



月 日 摘要 借  方 貸  方

6月 27日

6月 29日

6月 30日

7月 3日

7月 6日

7月 7日

7月 10日

7月 13日

7月 14日

7月 18日

7月 20日

1日7月

廿九日稚内へ電送

右七月七日迄十一日間日歩

右電送料

稚内へ電送

右電送料

右三日七月七日迄九日間日歩

北陸丸〆粕荷為替金入

右為替打歩

右海上保険料

右三口七月七日迄八日間戻日歩

御本店ヨリ電為替金入

渡辺三蔵渡ス

右二口七月七日迄七日間戻日歩

北陸丸粕船内仲仕賃

右七月七日迄五日間日歩

稚内へ電送

右送金料

右二口七月七日迄二日間日歩

千代丸粕荷為替金

右荷為替金打歩

右海上保険料

右船内仲仕賃

右四口七月十九日迄十三日間日歩

稚内へ電送

右送金料

右二口七月十九日迄十日間日歩

志賀浦丸粕荷為替金

右為替打歩

右船内仲仕賃

右海上保険料

右四口七月十九日迄七日間日歩

秋田へ送金

右七月十九日迄六日間日歩

渡辺三蔵へ渡ス

右七月十九日迄二日間日歩

本日迄ノ立替電信料十四通代

海上保険料四割戻し

御本店へ送金

小松千代蔵渡ス

6500

21 45

16 25

1000

31
2 74

16 2

43.21

800

16 78

0 03

2000

56
12

40_16

85.41

34.165

3600

86
361

38 5

47 5

125 97

9000

54
225

0.05

4.07

11000

7 55

101 84

4500

10 66

2000

2 52

合計金 26144 995 26628 99

(出所)「明治四拾壱年七月弐拾日付佐野商店より国定吉祐宛精算書」 (前掲『廣海家文書』所収)。

表 2 廣海家の魚肥買付勘定(明治41年 ) (単位 。円)
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明
治
四

一
年
に
廣
海
家
は
佐
野
家
と
共
同
で
魚
肥
を
仕
入
れ
、
翌

年
に
は
小
樽
に
拠
点
を
置
い
た
北
前
船
商
人
熊
田
家
と
と
も
に
直
接

産
地

へ
赴
き
、
魚
肥
の
買
付
を
実
施
し
た
。
加
賀
の
北
前
船
商
人
熊

田
家
は
明
治
二
〇
年
代
以
来
廣
海
家
の
主
要
な
取
引
先
で
、
明
治
後

期
に
産
地
の
漁
業
家
と
直
接
取
引
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
北
海
産
魚
肥

の
仕
入
活
動
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、
魚
肥
直
買
活
動
を
本
格
的

に
開
始
し
た
廣
海
家
の
重
要
な
取
引
先
と
し
て
産
地
の
商
況
を
伝
達

し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
廣
海
家
は
出
張
員
と
し
て
後
藤
久
七
を
北

海
道

へ
派
遣
し
、
小
樽
の
熊
田
出
張
店
と
絶
え
ず
交
渉
を
重
ね
な
が

ら
北
海
道
直
買
活
動
を
展
開
し
た
。

＞
俵螂＜単位。

治明買直道海北の家海廣表

（３
）廣
海
家
の
北
海
道
商
人
に
対
す
る
買
付
委
託

函
館
商
人
森
本
家
や
小
樽
商
人
渡
辺
家
か
ら
の
買
付
と
と
も
に
小

樽
商
人
佐
野
家
や
小
樽
熊
田
出
張
店
と
の
共
同
仕
入
に
よ
っ
て
廣
海

家
は
北
海
道
で
本
格
的
に
魚
肥
買
付
活
動
を
行

っ
た
。
「商
品
参
照

録
」
の
記
述
か
ら
北
海
道
に
お
け
る
廣
海
家
の
魚
肥
買
付
先
を
示
し

た
表
３
で
は
、
買
入
部
が
表
１
の
北
海
道
直
買
座
、
委
託
部
が
北
海

道
商
人
か
ら
の
買
入
の
数
値
と

一
致
す
る
。
買
入
部
で
み
ら
れ
る
北

海
道
商
人
か
ら
の
魚
肥
買
入
量
は
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
拡
大
し

た
が
、
必
ず
し
も
同
家
は
同
じ
商
人
か
ら
継
続
的
に
直
買
を
行
な
わ

ず
、
年
々
の
商
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
商
人
か
ら
魚
肥
を
仕
入
れ

た
。
ま
た
明
治
三
九

・
四
〇
年
に
み
ら
れ
る
委
託
部
が
表
１
で
北
海

道
商
人
の
名
前
に
記
載
さ
れ
た
項
目
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
は
彼
ら

へ
魚
肥
の
買
付
を
委
託
し
た
内
容
を
示
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

（史
料
二
〕
の
仕
切
書
で
は
、
廣
海
家
の
小
樽
商
人
渡
辺
家
に
対
す
る

買
付
手
数
料
や
魚
肥
仕
入
先
で
あ
る
北
海
道
仲
買
商

へ
の
支
払
を
勘

定
し
て
い
る
。

〔史
料
二
〕

「　
　
　
　
　
　
　
仕
切
書

一
青
大
三
印
鰊
〆
粕
　
士τ
千
弐
百
八
拾
参
俵

43年「商品参照録J(前掲『廣海
家文書』所収)。

(注)買入部は現地での直接購入分、委託部は現
地での買付委託分を示す。

取引先 391F 401「 41年 424F 434F

(買入部 )

満留八

渡辺
川名
橋本
岡本
井上

森本

佐野
田中
小松
熊田共同
矢崎

208

1176

701

1520

468

2677 1621

1836

779

1257

168

131

(委託部 )

矢崎
佐野

満留八

岩崎
遠藤

明 治 39～



皆
掛
参
万
三
千
九
百
四
拾
壱
貫
七
百
匁

内
　
士τ
千
六
百
九
拾
七
貫
〇
八
拾
五
匁
　
風
袋

壱
百
弐
拾
八
貫
参
百
匁
　
　
　
　
　
入
目

正
ミ
　
参
万
弐
千
百
拾
六
貫
参
百
拾
五
匁

此
石
　
八
百
○
弐
石
九
斗
〇
七
合

直
段
金
壱
千
七
百
弐
拾
円
也

代
金
壱
万
参
千
八
百
拾
円
也

外

二
　
金
八
拾
円
弐
拾
九
銭
也
　
手
数
料

金
六
拾
九
円
〇
五
銭
也
　
仲
買

へ
渡

金
五
拾
七
円
七
拾
参
銭
也
　
孵
賃

小
計
金
弐
百
〇
七
円
〇
七
銭
也

合
計
金
壱
万
四
千
○
拾
七
円
〇
七
銭
也

右
之
通
り
相
違
無
御
座
候
也

明
治
四
十
四
年
八
月
八
日
　
　
　
渡
辺
三
蔵
商
店

廣
海
惣
太
郎
殿
　
代
後
藤
久
七
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

産
地
で
北
海
産
魚
肥
を
買
い
付
け
た
函
館

。
小
樽
商
人

へ
廣
海
家
は

各
種
銘
柄
の
買
付
を
臨
機
応
変
に
依
頼
し
た
の
で
あ
り
、
北
海
道
商

人
の
産
地
買
付
活
動
に
大
き
く
依
存
し
な
が
ら
北
海
道
で
の
魚
肥
仕

入
活
動
を
推
進
し
た
と
い
え
よ
う
。
表
３
の

「商
品
参
照
録
」
に
は

明
治
四

一
年
以
降
委
託
部
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
な
い
が
、
実

際
に
は

〔史
料
二
〕
に
あ
る
よ
う
に
委
託
手
数
料
を
支
払
う
形
で
北

海
道
商
人
か
ら
魚
肥
を
仕
入
れ
続
け
た
。

北
海
道
直
買
活
動
を
展
開
し
た
廣
海
家
は
明
治
末
年
以
降
、
函
館

商
人
森
本
家

・
岡
本
家
と
並
ぶ
主
要
な
仕
入
先
と
し
て
小
樽
商
人
誉

田
平
二
と
函
館
商
人
山
路
富
次
郎
か
ら
北
海
産
魚
肥
を
買
い
付
け

た
。
大
正
期
に
は
彼
ら
が
兵
庫

。
大
阪
肥
料
商
か
ら
森
本
家
や
山
路

家
等
の
北
海
道
商
人
と
共
同
で
買
い
入
れ
た
北
海
産
魚
肥
を
購
入
し

た
た
め
次
第
に
廣
海
家
は
北
海
道
直
買
活
動
を
縮
小
し
、
大
正
五

（
一
九

一
工Ｃ

年
に
北
海
道
直
買
座
を
停
止
し
て
北
海
道
商
人
と
大

阪

・
兵
庫
肥
料
商
か
ら
北
海
産
魚
肥
を
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
内
に
お
け
る
魚
肥
の
生
産
量
が
減
少
し
人
造
肥
料
や
大
豆
粕
の
供

給
量
が
増
大
し
た
明
治
末
期
に
同
家
は
多
木
製
過
燐
酸
肥
料
の
大
量

仕
入
に
踏
み
切
り
、
大
正
期
に
は
硫
安

。
大
豆
粕
等
の
各
種
肥
料
を

取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

一
一　

明
治
大
正
期

に
お
け
る
人
造
肥
料
取
引

（―
）廣
海
家
に
よ
る
多
木
製
人
造
肥
料
の
購
入

明
治
二
〇
年
代
以
降
本
格
的
に
全
国
へ
人
造
肥
料
を
販
売
し
た
多

木
製
肥
所
は
大
豆
粕
の
輸
入
が
途
絶
し
た
明
治
四
〇

（
一
九
〇
七
）

年
頃
人
造
肥
料
の
需
要
が
拡
大
す
る
な
か
で
急
速
に
販
路
を
拡
大



し
た
。
北
海
道
直
買
活
動
を
展
開
し
た
廣
海
家
は
肥
料
取
引
の
拡
大

を
め
ざ
し
て
明
治
四
三
年
に
播
州
別
府
の
多
木
製
肥
所
か
ら
過
燐
酸

肥
料
を
購
入
し
、
以
後
多
本
家
を
代
表
的
取
引
先
と
位
置
付
け
て
人

造
肥
料
を
積
極
的
に
泉
州
農
村

へ
販
売
し
た
。
畿
内
農
村
部

へ
北
海

産
魚
肥
を
大
量
に
売
り
込
み
な
が
ら
過
燐
酸
肥
料
の
使
用
法
を
直
接

農
家
に
教
え
、
そ
れ
ら
を
売
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
多
木
製
肥
所
と

の
取
引
勘
定
を
示
す
表
４
で
は
廣
海
家
が
多
木
製
人
造
肥
料
の
広
告

代
や
岸
和
田
新
聞
の
広
告
料
を
支
払

っ
て
お
り
、
広
告
活
動
を
通
じ

て
人
造
肥
料
の
有
効
性
を
力
説
し
、
そ
れ
ら
の
利
用
法
を
説
明
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
販
路
を
開
拓
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
泉
州
に
お
け
る

北
海
産
魚
肥
の
代
表
的
販
売
店
で
あ

っ
た
廣
海
家
が
多
木
製
人
造
肥

料
を
取
り
扱

っ
た
た
め
、
農
家
は
安
心
し
て
過
燐
酸
肥
料
を
導
入
で

き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

自
社
の
過
燐
酸

・
窒
素
肥
料
を
商
標
登
録
し
た
多
木
製
肥
所
は
よ

り
効
果
の
高
い
新
商
品
を
開
発
し
た
。
表
４
に
よ
れ
ば
明
治
四
三
年

に
多
木
製
人
造
肥
料
と
し
て
イ
印

（過
燐
酸
肥
料
）
・
チ
印

（窒
素
燐

酸
甲
号
Ｙ

ヨ
印

（多
木
麦
肥
料
）
と
い
っ
た
売
れ
筋
商
品
と
と
も
に
、

効
果
が
抜
群
で
好
評
を
得
た
ホ
印

（調
和
燐
酸
）、
新
製
品
の
セ
印

（強
燐
酸
肥
料
）
を
廣
海
家
は
大
量
に
仕
入
れ
た
。
農
作
物
の
作
付

時
期
に
あ
た
る

一
～
五
月
と
九
～

一
二
月
に
五
〇
吹

。
一
〇
〇
吹

・

一
五
〇
吹

。
二
〇
〇
吹
等
の
ま
と
ま
っ
た
単
位
で
購
入
し
な
が
ら
同

家
は
各
種
人
造
肥
料
を
取
り
揃
え
た
。
翌
年
に
は
ル
印

（九
重
肥

料
）
・
夕
印

（多
木
稲
肥
料
）
等
の
過
燐
酸
肥
料
を
購
入
し
て
人
造
肥

料
取
扱
店
の
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
大
正
期
に
は

新
開
発
の

「
し
き
島
肥
料
」
や

「新
畑
作
肥
料
」
を
農
村
部
に
販
売

し
、
人
造
肥
料
の
需
要
を

一
層
拡
大
し
た
。
魚
肥
を
利
用
し
続
け
た

畿
内
農
村
で
も
魚
肥
に
代
わ
る
有
効
な
肥
料
と
し
て
人
造
肥
料
を
頻

繁
に
利
用
し
た
の
で
あ
り
、
第

一
次
大
戦
期
に
同
家
は
多
木
製
人
造

肥
料
に
加
え
て
過
燐
酸

。
硫
安

。
大
豆
粕
の
取
引
を
開
始
し
た
。

（２
）廣
海
家
に
よ
る
大
豆
粕

。
硫
安
取
引
の
開
始

北
海
産
魚
肥
と
多
木
製
人
造
肥
料
を
取
り
扱

っ
た
廣
海
家
は
農
村

部
に
浸
透
し
つ
つ
あ

っ
た
大
豆
粕
と
各
種
人
造
肥
料
の
取
引
に
乗
り

出
し
、
大
正
八

（
一
九

一
九
）
年
大
量
に
過
燐
酸
や
硫
安
、
大
豆
粕

を
仕
入
れ
た
。
同
年
に
お
け
る
人
造
肥
料

。
大
豆
粕
取
引
を
示
し
た

表
５
に
よ
れ
ば
、
多
木
製
人
造
肥
料
で
あ
る
イ

・
チ
印
や

「新
畑
作

肥
料
」
の
ほ
か
、
大
阪
肥
料
商
川
口
家
か
ら
豊
年
撒
大
豆
粕
や
大
日

本
人
造
肥
料

。
大
阪
化
学
肥
料
製
過
燐
酸
、
兵
庫
肥
料
商
井
上
家
か

ら
イ
ギ
リ
ス
製
硫
安
や
日
本
窒
素
製
硫
安
を
買
い
入
れ
た
。
硫
安
を

大
量
に
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
廣
海
家
は
肥
料
販
売
方
針
を
大
き



表 4 明治後期廣海家の多木肥料取引勘定

取引年月日 取引内容 取引額

(明治43年)7月 8日

10月 2日

10月 29日

10月 22日

10月 31日

11月 18日

12月 4日

11月 29日

12月 15日

○印50吹

○印100吹

○印150吹

広告代配布人足賃

岸和田新聞広告料

○印150吹・⑥印50吹・③印100吹

広告貼付人足賃

④印300吹 。○印300吹 。③印100吹

④印300吹・○印250吹

120 円

230 円

330 円

64円

7円
668.5Fl

08円
1122 円

512 円

(明治44年)1月 14日

2月 7日

2月 11日

2月 18日

2月 26日

3月 1日

3月 12日

4月 13日

5月 24日

5月 25日

9月 13日

9月 21日

10月 6日

10月 15日

11月 3日

11月 19日

12月 8日

③印100吹

○印50吹 。③印50吹

○印200吹 。③印50吹・⑫印70吹・⑥印50吹 。②印50吹・

C)E口 50りヽ

○印50吹 。③印50吹 。③印50吹

○印50吹 。③印50吹

○印200吹 。○印100吹 。⑫印50吹

③印50吹

○印100吹 。新調和100吹

新調和100吹

新調和300吹・○印233吹

③印100吹 。③印100吹

④印300吹・②印200吹

③印100吹・新調和100吹 。○印20吹

○印100吹 。③印100吹

○印500吹

③印200吹

○印400吹 。③印200吹

255  円

215 円

1128 5Fl

362 円

2215円

8405円

135 円

503  円

208 円

857  円

485 円

699  円

506  円

1120 円

1125 円

440  Fヨ

1340  円

(出所)明治42・ 43年「万買帳」 (前掲『廣海家文書』所収)。
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表 5 大正期廣海家の人造肥料 。大豆粕取引勘定

取引先 取引月日 取引内容 取引額

(大正 8年 )

多木製肥所

川口平二郎

川口・岡田

久保 。井上

2月 13日

3月 8日

3月 27日

5月 17日

9月 1日

9月 13日

10月 18日

11月 9日

12月 3日

2月 28日

8月 21日

8月 24日

12月 12日

9月 22日

9月 30日

②印500吹 。④印250吹

○印500吹

④印100吹 。○印200吹 。新畑作肥料壱300吹

②印100吹

○印150吹 。④印550吹

○印650吹 。④印50吹

④印700吹

○印300吹 。新畑作肥料壱400吹

○印400吹 。④印325吹

豊年撒大豆粕1000吹

大日本人造肥料 (株)過燐酸750吹

大日本人造肥料 (株)過燐酸750吹

大阪化学肥料 (株)新過燐酸280吹

輸入イギリス製硫安288袋

日本窒素硫安50噸

2770   円

1187.5 円

2590   円

485   円

1857.5円

3582.5 円

1445 円

3605   円

3058.75円

4150 円

1709.7円

1709.7円

621.32F]

8424.51F]

16300   円

(大正 9年 )

多木製肥所

ラサ島燐破

帝国人造肥料

秦正三

秦 。小浦

小浦梅太郎

八丈 。田中

田中茂義

日本化学肥料

1月 5日

2月 6日

3月 26日

12月 2日

7月 21日

10月 24日

11月 7日

11月 25日

9月 7日

9月 19日

10月 25日

10月

10月 18日

10月 15日

10月 18日

10月 27日

11月 26日

11月 25日

C)`口 500りヽ

()F口 700りヽ

C)E口 550りヽ

②印700吹

拾六過燐酸800吹

壱号過燐酸800吹

壱号過燐酸200吹

壱号過燐酸500吹

アメリカ産鯨粕粉末631袋

豊年撒大豆粕1000吹

豊年撒大豆粕765吹

豊年撒大豆粕735吹

⊆ツ印硫安208吹

⊆ツ印硫安250吹

嘔ツ印硫安100吹

0フ印硫安9吹

イギリス産雑魚粕粉末300袋

撤大豆油粕500吹

2775   円

4560   円

4537.5 円

2520   円

1456   円

2237 5 円

340   円

850   円

4220 75Fl

4100   円

2929 95F日

281505円

187824円

2100 円

910 円

62.4円

3176.82Fヨ

1770   円

(出所)大正7年「万買帳」 (前掲『廣海家文書J所収)。



く
転
換
し
た
。
農
家
が
過
燐
酸
肥
料
よ
り
も
新
商
品
で
あ
る
硫
安
の

品
質
を
高
く
評
価
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
廣
海
家
は
硫
安
の
大
量
販

売
を
決
意
し
た
。
魚
肥
を
利
用
し
続
け
た
畿
内
農
村
で
は
明
治
中
期

以
降
輸
入
肥
料
で
あ
る
大
豆
粕
を
魚
肥
料
以
上
に
多
用
し
な
か
っ
た

が
、
魚
肥
の
供
給
量
が
減
少
し
た
大
正
期
に
硫
安
や
過
燐
酸
等
と
組

み
合
わ
せ
て
大
豆
粕
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
廣
海
家
も
魚
肥
の

代
用
肥
料
と
し
て
大
豆
粕
の
取
引
量
を
拡
大
し
た
。

過
燐
酸
や
硫
安
、
大
豆
粕
の
取
引
を
軌
道
に
乗
せ
る
に
あ
た
っ
て

廣
海
家
は
大
阪
・兵
庫
肥
料
商
か
ら
そ
れ
ら
を
安
定
的
に
購
入
し
た
。

北
海
産
魚
肥
の
供
給
量
が
減
少
す
る
な
か
で
、
大
阪

・
兵
庫
肥
料
商

が
輸
入
肥
料
で
あ
る
朝
鮮
産
魚
肥
や
中
国
産
大
豆
粕
、
さ
ら
に
は
過

燐
酸
肥
料
や
硫
安
を
大
量
に
取
引
し
た
た
め
で
あ
る
。
大
阪

・
兵
庫

肥
料
商
か
ら
北
海
産
魚
肥
を
仕
入
れ
た
廣
海
家
も
大
正
期
以
降
彼
ら

か
ら
人
造
肥
料
や
大
豆
粕
を
購
入
す
る
こ
と
で
肥
料
取
引
を
継
続
し

た
。
明
治
中
期
以
降
大
阪

。
兵
庫
の
肥
料
市
場
が
発
達
す
る
こ
と
で

各
地
の
肥
料
商
は
安
定
的
に
多
種
類
の
肥
料
を
購
入
で
き
た
。
地
方

肥
料
商
の
産
地
直
買
活
動
と
と
も
に
、
産
地
商
人
や
肥
料
製
造
会
社

と
結
び
付
い
た
集
散
地
市
場
の
売
買
機
能
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
国
内
の
肥
料
取
引
は

一
層
活
発
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

〔付
記
〕

史
料
閲
覧
に
際
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
廣
海

啓
太
郎
氏
、
貴
重
な
ご
教
示
を
賜

っ
た
廣
海
家
史
料
調
査
会

・

廣
海
家
文
書
研
究
会

。
貝
塚
市
郷
土
資
料
室
の
方
々
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
本
稿
は
、
平
成
七
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
総
合
研
究

（Ａ
）
。
平
成
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（Ａ
Ｘ
ｌ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（１
）

鶴
岡
実
枝
子

「近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
情
」
翁
史
料
館

研
究
紀
要
』
第
二
号
、　
一
九
七
〇
年
）
、
水
原
正
亨

「近
世
近
江

八
幡
の
干
鰯
屋
仲
間
」
翁
滋
賀
大
学
経
済
学
部
付
属
史
料
館
研
究

紀
要
』
第

一
一
号
、　
一
九
七
八
年
）
ほ
か
。

（２
）

そ
の
試
み
の
一
つ
と
し
て
中
西
聡

『近
世

。
近
代
の
市
場
構
造

―
松
前
緋
肥
料
取
引
の
研
究
―
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
九
八

年
が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
治
期
大
阪
肥
料
商
の
経
営
展
開
に
つ
い
て

は
、
拙
稿

「近
代
日
本
の
肥
料
市
場
と
廣
海
家
の
魚
肥
仕
入
活

動
」
（石
井
寛
治
編

『商
人
の
活
動
か
ら
み
た
全
国
市
場
と
域
内

市
場
―
天
保
期
か
ら
第
二
次
大
戦
期
―
』
〔平
成
七
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
総
合
研
究
（Ａ
）
。
平
成
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（Ａ
）
（１
）
研
究
成
果
報
告
書
〕、　
一
九
九
七
年
）
を

参
照
。

（３
）

主
要
都
市
市
場
に
お
け
る
大
豆
粕

・
硫
安
等
の
輸
入
肥
料
に
つ

い
て
は
、
坂
口
誠

「明
治
後
期
～
第

一
次
大
戦
期
に
お
け
る
川
越

地
方
の
肥
料
市
場
―
伊
藤
長
二
郎
家
の
帳
簿
か
ら
―
」
Ｇ
社
会
経

済
史
学
会
第
六
八
回
全
国
大
会
報
告
要
旨
』
京
都
大
学
、　
一
九
九

九
年
）、
四
四
頁
を
参
照
。



（４
）

明
治
二
七

・
二
九
年

「万
買
帳
」
（貝
塚
市
郷
土
資
料
室
保
管

『廣
海
家
文
書
』
所
収
、
以
下
の
廣
海
家
関
係
の
史
料
に
つ
い
て

は
、
同
文
書
を
参
照
）
。

（５
）

一明
治
三
一
。
三
二
年

「万
買
帳
」。

（６
）

明
治
三
六
年

「万
買
帳
」。

（７
）

明
治
四

一
年

「上
出
金
太
郎
よ
り
佐
々
木
興
七
宛
〆
粕
売
渡

証
」
ほ
か
。

（８
）

明
治
四
四
年

「渡
辺
三
蔵
商
店
よ
り
廣
海
惣
太
郎
・
後
藤
久
七

宛
仕
切
書
」。

（９
）

多
木
化
学
百
年
史
編
纂
委
員
会

『多
木
化
室
自
年
史
』
多
木
化

学
株
式
会
社
、　
一
九
八
五
年
、
二
五
頁
。

（１０
）

明
治
四
四
～
大
正
四
年

「多
木
肥
料
買
価
表
」
（前
掲

『廣
海

家
文
書
』
所
収
）、
一剛
掲

『多
木
化
学
百
年
史
」、
三
四
頁
。

（や
ま
た
　
た
け
ひ
さ
・
奈
良
産
業
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）
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